












2829　　大学出版部ニュース

名
古
屋
大
学
出
版
会

�Ý

『
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
日
本
映
画−

新
し
い
映

画
の
た
め
に−
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『
日
中
国
交
正
常
化
の
政
治
史
』�ª	Í
Y�õ
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『「
就
社
」
社
会
の
誕
生−

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
か
ら
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
へ−

』
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『
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム
金
融
論
』�Õ�,	û�p�¶
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『
国
際
移
民
の
時
代
［
第
４
版
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『
太
陽
地
球
系
物
理
学−

変
動
す
る
ジ
オ
ス

ペ
ー
ス−

』�sü
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三
重
大
学
出
版
会

▼
『
現
代
中
国
と
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
蝙
蝠
の
ポ
レ

ミ
ー
ク
』
代
田
智
明
著
（
Ａ
５
版
三
三
〇
頁
）

ま
え
が
き
／
Ⅰ
歴
史
認
識
１「
半
日
」か
ら「
反

日
」
へ
の
こ
と
ば−

／
２
孫
歌
『
ア
ジ
ア
を
語

る
こ
と
の
ジ
レ
ン
マ
』
に
対
す
る
応
答
／
３
北

京
に
お
け
る
対
話―

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
談
義
／

４
語
ら
ぬ
こ
と
・
語
る
こ
と
・
聞
き
取
る
こ
と

／
５
ヌ
エ
と
な
る
覚
悟
に
つ
い
て
／
Ⅱ
地
域
文

化
研
究
／
１
溝
口
雄
三
『
中
国
の
衝
撃
』
に
対

す
る
応
答
／
２
加
々
美
光
行
編
『
新
し
い
中
国

の
発
見
』
に
対
す
る
応
答/

Ⅲ
文
化
・
思
想
１

『
中
国
二
〇
世
紀
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』

に
対
す
る
応
答−

／
２
宇
野
木
洋
『
克
服
・
拮

抗
・
模
索
』
と
坂
井
洋
史
『
懺
悔
と
越
境
』
に

対
す
る
応
答
／
３
溝
口
・
池
田
・
小
島
『
中
国

思
想
史
』
と
中
島
隆
博
『
残
響
の
中
国
哲
学
』

に
対
す
る
応
答
／
４
思
想
の
非
男
性
的
理
解
に

つ
い
て−

丸
山
昇
試
論−

／
Ⅳ
魯
迅
論
と
近
代

の
主
体
１
魯
迅　

危
険
な
思
想
家
、
救
済
の
文

学
者
／
２
竹
内
好
・
魯
迅
論
の
奥
行
き
／
３
孫

歌
『
竹
内
好
と
い
う
問
い
』
に
対
す
る
応
答
／

４
魯
迅
論
と
個
の
自
由
な
主
体
性
に
つ
い
て―

―

伊
藤
虎
丸
を
き
っ
か
け
に
し
て
」
／
あ
と
が

き

東
海
大
学
出
版
会

�Ý

『
日
本
の
鱗
翅
類―

系
統
と
多
様
性
』�è�ª
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武
蔵
野
美
術
大
学
出
版
局

▼
『
造
形
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
広
が
り
』
高
橋

陽
一
編
（
Ａ
５
判
、
二
六
四
頁
、
二
一
〇
〇
円
）

　

様
々
な
現
場
で
展
開
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
「
造
形
」
の
視
点
か
ら
見
直
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
一
冊
。
総
論
で
は
高
橋
陽
一
が
、

海
後
宗
臣
『
教
育
編
成
論
』
と
ド
ゥ
モ
ー
ス
理

論
を
援
用
し
な
が
ら
、そ
の
重
層
性
を
述
べ
る
。

齋
正
弘
（
宮
城
県
美
術
館
）、
髙
橋
直
裕
（
世

田
谷
美
術
館
）、
降
旗
千
賀
子
（
目
黒
区
美
術

館
）、
有
福
一
昭
（
こ
ど
も
の
城
）
は
、
実
践

現
場
を
そ
れ
ぞ
れ
の
語
り
口
で
報
告
。
視
覚
障

害
者
の
た
め
の
美
術
館
に
つ
い
て
は
岩
崎
清

が
、
ア
ー
ト
に
よ
る
障
が
い
理
解
社
会
の
創
生

を
杉
山
貴
洋
（
白
梅
学
園
大
学
）
が
、
障
害
者

支
援
施
設
で
の
活
動
を
川
本
雅
子
が
、
ア
ー
ト

を
媒
介
と
し
た
取
組
と
そ
の
効
用
を
開
示
。

　

教
育
現
場
に
お
け
る
事
例
と
し
て
葉
山
登

（
川
村
学
園
女
子
大
学
）
を
は
じ
め
、
武
蔵
野

美
大
の
教
員
、三
澤
一
実
の「
旅
す
る
ム
サ
ビ
」、

齋
藤
啓
子
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
創

造
的
な
対
話
」、
赤
塚
祐
二
の
理
研
展
示
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
最
終
章
で
は
長
沢
秀
之
が
美
術
と

言
葉
、
自
己
と
他
者
を
め
ぐ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
存
在
理
由
を
問
い
か
け
、
社
会
と
造
形
の

か
か
わ
り
を
考
察
し
て
い
る
。

明
星
大
学
出
版
部

▼
『
現
代
社
会
に
お
け
る
教
育
制
度
と
経
営
』

青
木
秀
雄･

岡
本
富
郎
著

（
Ａ
５
判
・
二
五
六
頁　

一
四
七
〇
円
）

制
度･

経
営
面
か
ら
学
校
教
育
の
課
題
を
考
察
。

▼
『
初
等
教
育
課
程
入
門―

―

新
た
な
教
育
課

程
の
原
理･

編
成･

評
価
の
あ
り
方
を
求
め
て
』

鯨
井
俊
彦
・
岡
本
富
郎
著

（
Ａ
５
判･

二
二
六
頁
・
一
四
七
〇
円
）

初
等
教
育
段
階
の
教
育
課
程
の
基
礎
理
論
。
幼

稚
園
・
保
育
所
に
お
け
る
教
育
も
取
り
上
げ
る
。

▼
『
生
徒
指
導−

小
学
校−

』　
味
形
修
著

（
Ａ
５
判･

一
六
二
頁
・
一
三
六
五
円
）

「
命
」
の
大
切
さ
を
伝
え
、
よ
り
よ
い
社
会
を
作

る
こ
と
に
参
画
で
き
る
児
童
を
育
て
る
活
動
。

▼
『
初
等
国
語
科
教
育
法
』　
長
谷
川
清
之
著

（
Ａ
５
判･
三
三
四
頁
・
二
一
〇
〇
円
）

小
学
校
国
語
科
教
育
の
目
的
、
内
容
、
言
語
活

動
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
を
学

び
、
そ
の
背
景
や
指
導
法
の
基
本
を
学
ぶ
。

▼
『
心
の
科
学−

基
礎
か
ら
学
ぶ
心
理
学
』

林
洋
一
監
修　

本
多
明
生
・
大
原
貴
弘
編
集

（
Ａ
５
判･

三
三
〇
頁
・
一
九
九
五
円
）

関
東
学
院
大
学
出
版
会

▼
山
﨑
稔
惠
著
『
芸
術
と
服
飾　
あ
や
な
す
景

色
』（
三
九
九
〇
円
）
Ｗ
・
ホ
ガ
ー
ス
ら
西
欧

近
世
・
近
代
の
作
品
を
中
心
に
、
芸
術
の
位
相

に
お
け
る
服
飾
の
様
態
や
人
間
の
こ
こ
ろ
に
映

る
さ
ま
を
、「
寓
意
」「
エ
ロ
ス
」「
メ
デ
ィ
ア
」

「
主
題
」「
対
話
」「
技
法
」
の
観
点
か
ら
探
る
。

▼
棈
木
紀
男
・
高
島
英
幸
編
著
『
建
築
の
耐
震

設
計
』（
二
四
一
五
円
）
近
年
の
構
造
設
計
は
、

ほ
と
ん
ど
一
貫
設
計
構
造
計
算
ソ
フ
ト
に
よ
っ

て
い
る
。
建
築
基
準
法
令
や
告
示
に
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
多
い
。
膨
大
な
入
出
力
デ
ー
タ

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
計
算
の
過
程
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
設
計
例
を
用
い
て
解
説
す
る
。
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関
西
学
院
大
学
出
版
会

新
刊

▼
中
島
暢
美
著
『
デ
ィ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
ワ

ー
ク
の
研
究−

看
護
学
生
の
臨
地
実
習
に
お
け

る
デ
ィ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
の
心
理
教

育
的
意
義
』（
Ａ
５
並
製
・
一
八
〇
頁
・
定
価

二
一
〇
〇
円
）

▼
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
編

Ｋ
．
Ｇ
．
り
ぶ
れ
っ
と
Ｎ
Ｏ
．
２
７

『
卒
業
生
が
語
る
総
合
政
策−

関
西
学
院
大
学

総
合
政
策
学
部
の
15
年
を
振
り
返
っ
て
』（
Ａ

５
並
製
・
一
六
〇
頁
・
定
価
九
四
五
円
）

▼
白
石
壮
一
郎
著
『
文
化
の
権
利
、
幸
福
へ
の

権
利−

人
類
学
か
ら
考
え
る
』（
Ａ
５
並
製
・

七
四
頁
・
定
価
一
一
五
五
円
）
人
類
の
幸
福
の

た
め
人
類
学
は
ど
う
貢
献
す
る
の
か

▼
石
原
俊
彦
・
山
之
内
稔
著
『
地
方
自
治
体
組

織
論
』（
Ａ
５
並
製
・
二
一
六
頁
・
定
価
二
三

一
〇
円
）
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
、
法
制

度
に
よ
る
枠
組
み
の
視
点
に
共
通
す
る
首
長
部

局
の
組
織
編
成
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
。

▼
八
木
克
正
・
神
崎
高
明
・
井
上
亜
依
著　

『Phraseology, Corpus Linguistics and 
Lexicography:Papers from Phraseology 
2009 in Japan

』（
Ａ
５
上
製
・
二
三
二
頁
・

定
価
三
七
八
〇
円
）

九
州
大
学
出
版
会

▼
森
平
雅
彦
・
岩
﨑
義
則
・
高
山
倫
明
編
『
九

州
大
学
文
学
部
人
文
学
入
門
１　
東
ア
ジ
ア
世

界
の
交
流
と
変
容
』（
Ａ
５
判
・
二
一
〇
〇
円
）

紀
元
前
か
ら
二
十
一
世
紀
に
至
る
東
ア
ジ
ア
の

社
会
と
文
化
の
諸
相
を
、
人
文
学
の
様
々
な
分

野
か
ら
多
角
的
に
考
え
る
。
九
州
大
学
文
学
部

教
員
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元

す
る
統
合
型
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
第
一
弾
。

▼
宮
嵜
麻
子
『
ロ
ー
マ
帝
国
の
食
糧
供
給
と
政

治−

共
和
政
か
ら
帝
政
へ−

』（
Ａ
５
判
・
四

八
三
〇
円
）
食
糧
供
給
問
題
を
テ
ー
マ
に
共
和

政
末
期
か
ら
帝
国
初
期
に
お
け
る
統
治
構
造
の

変
容
を
論
じ
た
、
画
期
的
ロ
ー
マ
共
和
政
政
治

史
研
究
。

▼
谷
隆
一
郎
『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
東
方
教

父−

キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
源
流
に
学
ぶ−

』（
Ａ

５
判
・
三
三
六
〇
円
）
西
洋
精
神
の
礎
で
あ
る

教
父
た
ち
の
文
脈
に
即
し
て
、
人
間
、
自
然
、

神
を
め
ぐ
る
テ
ー
マ
を
吟
味
・
探
究
す
る
。
混

迷
を
深
め
る
現
代
に
新
た
な
知
の
地
平
を
開
く
。

▼
富
田
忠
雄
・
長
琢
朗
・
瓦
林
達
比
古
『
ヒ
ト

の
一
生
の
生
理
学−

生
か
ら
死
ま
で−

』（
Ｂ
５

判
・
三
三
六
〇
円
）
ヒ
ト
が
生
ま
れ
、発
育
し
、

成
長
し
、
次
世
代
に
遺
伝
子
を
伝
え
、
老
化
し

て
死
を
迎
え
る
過
程
を
生
理
学
的
に
述
べ
る
。

関
西
大
学
出
版
部

▼
井
上　

宏
著
『
笑
い
の
力
～
笑
っ
て
生
き
生

き
～
』（
四
六
判･

一
四
七
〇
円
）
現
在
の
閉
塞

感
を
突
破
し
て
い
く
に
は
、
個
人
と
社
会
の
元

気
が
必
要
だ
。
自
分
を
笑
い
飛
ば
し
、
未
来
へ

の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
汲
み
出
す
「
笑
い
の

力
」
を
認
識
し
な
お
し
、そ
の
効
用
を
訴
え
る
。

▼
髙
橋
隆
博
著
『
街
道
を
あ
る
く　
大
和
の
美

と
風
土
』（
四
六
判
・
二
二
〇
五
円)

仏
と
神
た

ち
の
微
笑
み
と
哀
し
み
、
人
び
と
の
息
づ
か
い

を
訪
ね
る
奈
良
・
大
和
路
の
古
道
巡
礼
。
風
の

音
、
山
河
の
さ
さ
や
き
に
耳
を
か
た
む
け
、「
日

本
の
ふ
る
さ
と
」大
和
の
美
と
風
土
を
さ
ぐ
る
。

▼
竹
下
公
視
著
『
現
代
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム

−

社
会
シ
ス
テ
ム
論
と
制
度
論−

』（
Ａ
５
判･

三
六
七
五
円
）
混
迷
す
る
現
代
の
経
済
社
会
を

根
底
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
捉
え
る
視
点
を
提
示
。

そ
の
特
徴
を
歴
史
的
・
構
造
的
に
解
明
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性

を
第
三
の
モ
デ
ル
と
し
て
提
案
す
る
。

▼
吉
田
栄
司
著
『
憲
法
的
責
任
追
及
制
論
Ⅱ
』

（
Ａ
５
判･

五
〇
四
〇
円
）
憲
法
学
上
複
数
の
責

任
概
念
を
設
定
す
る
著
者
独
自
の
「
責
任
追
及

制
論
Ⅱ
」。
国
民
代
表
制
・
議
院
内
閣
制
・
違

憲
審
査
制
等
の
憲
法
上
の
諸
制
度
に
関
す
る
憲

法
解
釈
論
を
展
開
す
る
。

京
都
大
学
学
術
出
版
会

▼
地
域
研
究
叢
書
22
『
都
市
を
生
き
る
人
々
』

遠
藤　

環　

著
（
四
二
〇
〇
円
）
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
進
展
と
不
安
定
性
の
増
大
。
バ
ン
コ
ク
で

の
二
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
査
か
ら
、
リ
ス
ク

時
代
を
生
き
抜
く
人
々
の
潜
在
力
を
「
居
住
」

と
「
職
業
」
に
着
目
し
つ
つ
鮮
や
か
に
描
き
出

す
。

▼
『
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
と
農
村
開
発
』
伊
谷

樹
一
・
掛
谷　

誠　

編
（
四
九
三
五
円
）「
ア
フ

リ
カ
的
停
滞
」
と
は
本
当
か
？　

大
規
模
な
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
そ
の
自
然
・
社
会
構
造

を
あ
ぶ
り
出
し
、
そ
の
特
性−

最
小
生
計
努
力

と
平
準
化
傾
向−

を
生
か
し
た
「
ア
フ
リ
カ
的

発
展
」
を
目
指
す
、
地
域
研
究
か
ら
の
開
発
ア

プ
ロ
ー
チ
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
、
地

域
か
ら
の
、
実
践
的
・
学
問
的
反
撃
。

▼
『
中
国
訴
訟
社
会
史
の
研
究
』
夫
馬　

進　

編
著
（
一
○
○
八
〇
円
）
歴
史
時
代
の
中
国
社

会
に
は
、
民
事
紛
争
を
解
決
す
る
法
廷
が
な
か

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
誤
っ
た
理
解

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
日
中
の
代
表
的
な
研
究

者
が
、
お
び
た
だ
し
い
文
献
資
料
を
渉
猟
し
な

が
ら
、
各
時
代
に
お
け
る
政
治
・
経
済
・
市
民

生
活
と
訴
訟
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。

大
阪
経
済
法
科
大
学
出
版
部

　

ア
ジ
ア
研
究
所
は
主
に
東
ア
ジ
ア
を
中
心
と

す
る
学
術
の
交
流
・
発
展
を
通
じ
て
東
ア
ジ
ア

の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
す
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
創
設
さ
れ
、
内
外
の
大
学
、
研
究
機
関
と
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
す
る
な
ど
、
協
力

関
係
を
築
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ア
ジ
ア
研
究
所

研
究
叢
書
の
既
刊
書
か
ら
二
点
を
紹
介
し
ま

す
。

▼
『
東
ア
ジ
ア
政
治･

外
交
史
研
究−

「
間
島

協
約
」
と
裁
判
管
轄
権−

』
白
榮
勛
著
（
四
四

一
〇
円
）
一
九
〇
九
年
に
日
本
が
清
国
と
締
結

し
た
「
間
島
協
約
」
と
間
島
地
方
の
朝
鮮
民
族

を
め
ぐ
る
日
中
両
政
府
の
交
渉
過
程
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
日
中
両
国
の
政
策

判
断
と
居
住
朝
鮮
人
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

▼
『
大
国
の
攻
防−
世
界
大
戦
に
お
け
る
日
ソ

戦−

』Ａ
・
コ
ー
シ
キ
ン
著
・
佐
藤
利
郎
訳（
四

八
五
〇
円
）
ソ
連
と
そ
の
同
盟
国
た
る
米
英
両

国
が
太
平
洋
戦
争
に
い
か
な
る
対
応
を
取
っ
た

か
、
ま
た
、
ソ
連
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
対

日
政
策
お
よ
び
軍
事
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
い
っ
た
か
を
分
析
す
る
。

▼
お
詫
び
『
未
来
を
発
信
す
る
八
尾
・
環
山
楼

市
民
塾
』
は
四
月
刊
行
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
大
学
出
版
会

▼
廣
川
和
花
『
近
代
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

と
地
域
社
会
』（
Ａ
５
・
三
九
九
〇
円
）「
絶
対

隔
離
」
の
再
検
討
を
通
し
て
病
者
の
「
生
存
」

の
多
様
さ
と
悲
惨
さ
を
社
会
史
と
し
て
と
ら
え

直
す
。

▼
桃
木
至
朗『
中
世
大
越
国
家
の
成
立
と
変
容
』

（
Ｂ
５
変
・
九
九
七
五
円
）
中
華
帝
国
の
支
配

か
ら
自
立
し
た
「
李
陳
時
代
」、
北
部
ベ
ト
ナ

ム
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
経
験
し
た
か
。

▼
濱
村
真
理
『
前
頭
葉
性
認
知
障
害
を
も
つ
人

の
談
話
分
析
』（
Ａ
５
・
六
三
〇
〇
円
）
認
知

療
法
士
で
あ
る
著
者
が
、
障
害
を
発
言
、
行
動

か
ら
明
ら
か
に
し
、
理
解
の
あ
り
方
を
提
唱
。

▼
石
部
尚
登
『
ベ
ル
ギ
ー
の
言
語
政
策−

方
言

と
公
用
語
』（
Ａ
５
・
六
五
一
〇
円
）
独
立
以

来
「
言
語
戦
争
」
と
い
わ
れ
る
二
言
語
対
立
へ

の
政
策
と
多
様
な
方
言
へ
の
言
及
。

▼
井
上
さ
ゆ
り
『
ビ
ル
マ
古
典
歌
謡
に
お
け
る

ジ
ャ
ン
ル
形
成
』（
Ａ
５
・
六
七
二
〇
円
）
創

作
技
法
と
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
に
よ
り
、
歌
謡
の

ジ
ャ
ン
ル
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

▼
矢
澤
信
雄
『
政
策
形
成
の
た
め
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
』（
Ａ
５
・
三
七
八

〇
円
）
電
力
の
技
術
開
発
を
中
心
に
計
量
的
評

価
方
法
を
提
案
し
、
そ
の
有
効
性
を
示
す
。


